
平成30年（2018年）2月2日 第２０４号ひらつか議会だより

平
成
30
年
度 

予
算
編
成
方
針
よ
り

問　
硬
直
化
し
た
財
政
の
改
善

へ
向
け
て
、
具
体
的
な
方
策
を

伺
う
。

市
長　
引
き
続
き
、
政
策
の
選

択
と
経
営
資
源
の
集
中
の
考
え

方
に
基
づ
き
、
効
率
的
、
効
果

的
な
行
財
政
運
営
を
行
い
、
事

業
の
見
直
し
に
よ
る
歳
出
の
削

減
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
受
益

者
負
担
の
適
正
化
を
は
じ
め
と

し
た
自
主
財
源
の
確
保
や
、
国

県
補
助
金
な
ど
を
特
定
財
源
と

し
て
最
大
限
活
用
し
て
い
く
こ

と
で
、
持
続
可
能
な
財
政
構
造

の
構
築
を
目
指
し
て
い
く
。

問　
湘
南
ひ
ら
つ
か
ビ
ー
チ
セ

ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
選
定
に

お
い
て
、
本
市
の
海
岸
エ
リ
ア

魅
力
ア
ッ
プ
の
視
点
は
、
ど
の

よ
う
に
生
か
さ
れ
て
い
る
か
。

市
長　
湘
南
の
海
の
魅
力
を
一

年
中
楽
し
め
る
ビ
ー
チ
ス
ポ
ー

ツ
ゾ
ー
ン
の
中
核
を
担
う
施
設

放
課
後
全
児
童
対
策

問　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運

営
施
設
に
つ
い
て
、
早
急
に
小

学
校
余
裕
教
室
へ
の
移
設
を
望

む
が
、
移
設
計
画
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長　
教
育
委

員
会
と
協
議
を
行
い
、
余
裕
教

室
と
し
て
条
件
が
整
っ
た
と
こ

ろ
か
ら
順
次
実
施
し
て
い
く
。

問　
国
は
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

と
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
一
体

型
を
推
進
し
て
い
る
。
本
市
の

現
状
と
取
り
組
み
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長　

現
在

「
や
わ
た
子
ど
も
村
」
と
「
港

放
課
後
子
ど
も
教
室
」
を
一
体

型
と
し
て
設
置
し
て
い
る
。
今

後
地
域
や
学
校
、
関
係
各
課
と

連
携
を
図
り
、
事
業
拡
大
に
向

け
検
討
を
進
め
る
。

女
性
の
人
材
登
用

問　
日
本
の
女
性
の
社
会
進
出

の
割
合
は
世
界
の
中
で
依
然
と

し
て
低
い
。
本
市
の
女
性
管
理

職
の
割
合
と
目
標
達
成
へ
の
取

り
組
み
を
伺
う
。

総
務
部
長　
今
年
度
17
・
５
％

と
な
り
増
加
傾
向
に
あ
る
。
働

き
方
改
革
の
実
現
を
重
点
目
標

と
し
、
意
識
啓
発
と
働
き
や
す

い
職
場
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

な

で

し

こ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

問　
本
市
女
性
職
員
が
産
業
活

性
化
の
た
め
「
な
で
し
こ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
発
足
さ
せ
、
市

内
の
バ
ラ
を
巡
る
ツ
ア
ー
を
企

画
し
、
好
評
を
得
た
が
、
今
後

の
展
開
を
伺
う
。

４
月
か
ら
都
道
府
県
が
財
政
運

営
の
主
体
に
な
る
な
ど
制
度
改

革
が
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
医
療

費
適
正
化
へ
向
け
て
努
力
す
る

自
治
体
に
対
し
支
援
金
を
交
付

す
る
制
度
が
本
格
実
施
さ
れ
る

が
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長　
交
付
基

準
の
詳
細
が
明
ら
か
に
な
り
、

今
年
度
は
、
条
件
と
異
な
る
点

を
交
付
金
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

修
正
し
、
さ
ら
に
デ
ー
タ
ヘ
ル

ス
計
画
の
策
定
や
地
域
包
括
ケ

ア
と
の
連
携
な
ど
に
も
取
り
組

ん
だ
。
来
年
度
か
ら
は
、
点
数

の
比
重
が
大
き
い
特
定
健
診
や

収
納
率
に
対
す
る
取
り
組
み
を

重
点
的
に
強
化
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

問　
国
民
健
康
保
険
へ
の
法
定

外
繰
入
金
の
削
減
に
よ
る
本
市

へ
の
影
響
と
法
定
外
繰
入
金
を

続
け
る
デ
メ
リ
ッ
ト
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長　
神
奈
川

県
の
方
針
で
は
、「
決
算
補ほ

填て
ん

等
を
目
的
と
し
た
法
定
外
繰
入

金
は
、
本
来
国
保
の
被
保
険
者

の
保
険
料
か
ら
賄
う
べ
き
費
用

を
広
く
住
民
全
体
か
ら
徴
収
し

て
い
る
も
の
で
あ
り
、
削
減
す

べ
き
費
用
で
あ
る
。」
と
し
て

い
る
。
本
市
の
場
合
は
、
法
定

外
繰
入
金
を
削
減
す
る
と
保
険

税
が
上
が
る
こ
と
に
な
る
。
保

険
税
が
激
変
し
な
い
よ
う
、
賦

課
割
合
の
見
直
し
や
年
度
間
調

整
な
ど
に
よ
り
、
中
間
所
得
者

や
低
所
得
者
、
子
育
て
世
代
な

ど
に
配
慮
し
な
が
ら
、
法
定
外

繰
入
金
の
削
減
を
計
画
的
、
段

階
的
に
行
っ
て
い
く
。
法
定
外

繰
入
金
を
継
続
す
る
デ
メ
リ
ッ

ト
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
な
い
市
民
の
負
担
が
大

き
い
こ
と
が
あ
る
。

問　
今
後
、
在
宅
医
療
・
介
護

連
携
推
進
事
業
を
ど
の
よ
う
に

充
実
さ
せ
る
の
か
。

市
長　
29
年
10
月
に
平
塚
市
在

宅
医
療
・
介
護
連
携
支
援
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
、
地
域
の
医
療

関
係
者
や
介
護
関
係
者
な
ど
か

ら
の
在
宅
医
療
と
介
護
連
携
に

関
わ
る
相
談
受
付
や
、
多
職
種

公
明
ひ
ら
つ
か

女
性
が
輝
く
ま
ち
・
ひ
ら
つ
か

伊
東
　
尚
美 

議
員

平
成
29
年
度
全
国 

学
力
・
学
習
状
況
調
査

問　
調
査
結
果
か
ら
、
学
力
向

上
へ
の
取
り
組
み
を
ど
の
よ
う

に
行
っ
た
の
か
。

教
育
指
導
担
当
部
長　
校
長
会

や
教
頭
研
究
会
、
学
力
・
学
習

状
況
研
究
会
に
お
い
て
周
知
、

確
認
し
て
い
る
。
各
学
校
で
も

分
析
と
考
察
を
行
っ
て
お
り
、

児
童
・
生
徒
一
人
一
人
が
充
実

感
、
達
成
感
を
感
じ
ら
れ
る
よ

う
な
魅
力
あ
る
授
業
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

問　
家
庭
教
育
へ
の
支
援
の
考

え
方
を
伺
う
。

教
育
長　
家
庭
は
生
活
面
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
面
で
子
供
の
基

本
、
基
盤
と
な
る
場
所
で
あ

公明ひらつか 所 属 議 員

持
続
可
能
な
未
来
の
ひ
ら
つ
か
を

め
ざ
し
て

秋
澤 

雅
久 

議
員

と
し
て
夏
季
だ
け
で
な
く
、
通

年
に
わ
た
る
来
場
者
の
増
加
を

見
込
め
る
よ
う
、
指
定
管
理
者

の
募
集
時
の
資
料
に
海
岸
エ
リ

ア
魅
力
ア
ッ
プ
チ
ャ
レ
ン
ジ
の

考
え
を
盛
り
込
み
、
民
間
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
提
案
を
求

め
、
選
定
し
て
き
た
。

持
続
可
能
な
医
療
・ 

介
護
保
険
制
度
へ

問　
国
民
健
康
保
険
は
、
30
年

産
業
振
興
部
長　
関
係
団
体
や

民
間
企
業
の
女
性
と
連
携
し
て

産
業
活
性
化
を
進
め
、
女
性
な

ら
で
は
の
視
点
を
活
用
し
て
本

市
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
。

防
災
に
女
性
の
視
点
を

問　
備
蓄
し
た
食
糧
か
ら
使
用

し
た
分
を
補
充
す
る
ロ
ー
リ
ン

グ
ス
ト
ッ
ク
法
や
ビ
ニ
ー
ル
袋

に
材
料
を
入
れ
、
湯
せ
ん
で
料

理
す
る
パ
ッ
ク
ク
ッ
キ
ン
グ
が

あ
る
。
生
活
を
見
直
す
こ
と
で

で
き
る
災
害
へ
の
備
え
を
広
く

周
知
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

防
災
危
機
管
理
部
長　
家
庭
で

も
簡
単
に
取
り
組
め
る
の
で
、

引
き
続
き
市
民
に
周
知
す
る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問　
オ
リ
ジ

ナ
ル
婚
姻
届
、
出
生
届

連
携
の
研
修
開
催
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
今
後
も
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
、
推

進
を
最
重
要
施
策
と
し
て
位
置

付
け
、
着
実
に
在
宅
医
療
・
介

護
連
携
を
推
進
す
る
。

る
。
地
域
や
家
庭
、
学
校
、
関

係
各
課
と
連
携
し
な
が
ら
家
庭

教
育
を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

平
塚
市
民
病
院
の 

新
専
門
医
制
度

問　
新
専
門
医
制
度
は
、
総
合

診
療
専
門
医
の
新
設
が
特
徴
で

あ
る
が
、
考
え
方
を
伺
う
。

市
民
病
院
事
務
局
長　
当
院
は

高
度
医
療
、
急
性
期
医
療
を
担

い
、
地
域
医
療
支
援
病
院
で
も

あ
る
。
今
後
の
医
療
法
改
正
や

医
療
政
策
を
勘
案
し
な
が
ら
、

総
合
診
療
科
の
体
制
や
標
ぼ
う

な
ど
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。

問　
こ
の
制
度
に
よ
っ
て
、
平

塚
市
民
病
院
の
質
の
改
善
に
取

り
組
め
る
の
か
。

市
民
病
院
事
務
局
長　
専
門
医

に
な
る
人
を
教
育
し
て
い
く
中

で
、
今
後
教
え
る
立
場
に
な
る

医
師
の
質
を
維
持
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
う
い
っ
た
部
分

で
非
常
に
良
い
機
会
に
な
る
。

学
習
環
境
と
学
力
向
上
に
つ
い
て

小
笠
原 

千
惠
美 

議
員

永田 美典 議員鈴木 晴男 議員

　本会議場などの議会施設を見学し
てみませんか。見学には事前に議会
局へお申し込みが必要です。議会開
催期間などを除く開庁日に見学でき
ます。

議場見学にどうぞ

環境厚生
　議案13案件は全て原案どおり可 
決すべきもの、請願２件はいずれ
も継続審査とすべきものと決定し
ました。
○議案第90号　平塚市国民健康保
険条例の一部を改正する条例

　条例を改正して、現行の基金
の内容を変更する目的を伺う。

　国民健康保険の制度改革に
よって県から医療のお金が補てん
されるため、内容を変更して財源
安定のために使用していく。

　変更後の基金は、保険税率を
抑えるために使えるのか。

　年度で税の上げ幅が大きくな
らないように、取り崩して補てん
することを考えている。
○議案第94号　損害の賠償につい
て
○議案第102号　平成29年度平塚
市病院事業会計補正予算

（２案件を、一括審査した。）
　訴訟の事実を議員へ知らせる

タイミングは検討できないのか。
　他市の状況を調査して、対応

が可能か研究していきたい。

教育民生
　議案３案件は全て原案どおり可
決すべきものと決定しました。
○議案第99号　平成29年度平塚市
一般会計補正予算

　戸籍及び住民基本台帳事業で
住基システムについて、どのよう
な改修を行うのか。

　マイナンバーカードや住民票
などの氏名に、旧姓を併記できる
ようシステムの改修を行う。

　市民センター解体設計事業で
費用を計上しているが、新文化セ

ンター整備に向けて、解体のスケ
ジュールを伺う。

　30年１月に解体設計の業者を 
選定し、31年度には解体工事に着
手する予定である。見附台周辺地
区整備事業と調整を図りながら進
めていきたい。

　地区公民館管理運営事業で、
空調の修繕費を計上しているが、
どこの公民館か。

　四之宮、金目、城島、松が丘
の４公民館の修繕を行う。29年８
月の終わり頃に故障が発生し、こ
の時期の計上となった。

常任委員会の審査概要 今定例会に上程された議案は所管の常任委員会に付託して審査しました。
常任委員会の主な質疑を紹介します。


